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ガミースマイル群間で有意差は認めなかった．垂
直方向では正常咬合者群とガミースマイル群間で
ポーズドスマイル時において全ての計測項目で有
意差は認めなかった．閉唇時─フルスマイル時で
は，ガミースマイル群の上唇中央は上方への有意
に大きい運動を示した．前後方向の運動では，
ポーズドスマイルおよびフルスマイルの下唇中央
に有意差を認め，ガミースマイル群の下唇は後方
へ有意に大きい運動を示した．
【考察および結論】
ポーズドスマイルは「感情に関わらない学習さ
れた自発的な笑顔で，高い再現性」が報告されて
いる．正常咬合者における男女差について，男性
は日常的に表情を意識する機会が女性と比較する
と少ないと推測されることから，フルスマイル時
に対するポーズドスマイル時の表情の変化は小さ
くなったと考えられた．また，正常咬合者群とガ
ミースマイル群の比較において，女性は，日常的
に顔や表情を意識する機会が多いと推測されるこ
とから，本研究におけるガミースマイル群の女性
のポーズドスマイル時の水平・垂直方向で有意差
が認められなかったと考えられた．ガミースマイ
ルを伴う矯正治療患者のフルスマイル時には，正
常咬合者と比較して大きな上唇の上方への垂直的
な運動を有することが明らかとなった．従って，
ガミースマイルを伴う患者の矯正治療の際は上顎
前歯の圧下のみならず，上唇の上方への垂直的お
よび下唇の後方への前後的な運動量に対する対応
が治療方針決定の一要因となる可能性が示唆され
た．
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